
少子高齢化社会とは、子どもが少なくなり高齢者が増えていく社会ですが、実は国として

もっと深刻な状況が来ます。日本は2005年をピークに、先進国で最も早く「人口減少社会」に

なっているのを知っていますか？お年寄りが増えれば、医療や介護の負担を必要とする方々

は増え、それを支える若年労働者は減り続けるということです。ニート・フリーターの増加も加

われば、定年退職をした高齢者は退職後ゆっくりと･･･、していられません！労働力として、い

くつになっても働かなければならない社会になりそうなんです。簡単に言うと「働く人が減って

いくのに、負担しなければならないことが増えていく社会」なのですから･･･。 

そこで日本でも外国人労働者をどう受け入れて、共に支え合う社会をどう構築していくかが

大きな課題にもなってきたという事なんです。 

みなさんはEPAって知っていますか？経済連携協定の意味ですが、日本はインドネシアと

フィリピンと締結しました。人材交流などを中心にパートナーになろうということなんです。その

EPAに基づいて、インドネシア人の看護師や介護福祉士候補生が合わせて208名が、今月か

ら来日します。本当は500名の予定でした。神奈川県では17名の外国人看護師・介護士が、

受け入れを希望した施設で研修を始めます。今後2年間で、計1000人の受け入れが予定され

ています。  

さてこのEPAですが、予測されている問題？の解決ができないと1000人なんて無理･･･では

ないでしょうか。日本で働き続けるには看護師は3年以内、介護福祉士は4年以内に国家試

験に合格しなければなりません。アメリカでは日本と同様に、看護士不足が深刻ですが、実

際の看護師の50％はフィリピン人の有資格者が担っています。同じ英語圏であることが外国

人労働者にとっても働きやすい環境であるといえますね。 

しかし、主要言語が異なる日本となると、まずは語学力をつけることが最優先課題となって

きます。受け入れ施設が実施する基礎研修や日本語研修にも、基準を設けて日本語力をつ

けることができる環境をきちんと整備することが大切です。専門職としての基礎はすでに学習

済みでしょうが、日本の看護・介護の基礎は学ばなければなりません。もちろん講師は日本

人、テキストも日本語ですね。国家試験はもちろん、漢字を含む日本語で行われます。 

そして、最終的に国家試験に合格しなければ、帰国しなければなりません。ハードルは相

当に高いと言わざるを得ません。施設側には研修責任者の配置が義務付けられています

が、研修内容は施設側に任されていますから日本の施設の研修担当は重要な役割責任が

あります。各施設は競って合格率を上げないと･･･。人手不足で大変でも育成しなければ･･･と

いうように施設側にも大きな負担が発生するでしょう。そして、EPAでは研修中から給与が支

払われます。最低条件でも月額17万5000円以上。日本人有資格者と同等以上の給料条件で

す。 

都市部を中心とした慢性的な人手不足の解決には、待遇改善を積極的推進することで、資

格がありながら働いていない看護師や介護福祉士約75万人の現場復帰が必要な状況かもし

れません。来年は同じ協定でフィリピンからも看護師や介護福祉士候補生がやってきます。こ

うした候補生は社会保険にも加入し、税金も払います。決して「安価な労働力」として使い捨

てにするようなことがあってはなりません。受け入れ施設だけでなく、地域をあげて対等な

パートナーとしての関係を築けるかどうかが問われてくると思います。 

                                   

                                       ＹＭＣＡ健康福祉専門学校 

                                           校長  小林 一郎 
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日本社会を支える外国人看護師・介護福祉士 



音楽祭実行委員により課題曲が発表 
自由曲に関わるルールなども確認されました。 

7月10日のホームルームでは、国際保健

協力市民の会SHAREエイズボランティア

チームHAATASの皆さんをお迎えしてエ

イズボランティア講座を行いました。HIV

の基礎知識をQ&A形式でお話いただい

た後、「水の交換ワークショップ」を体験

しました。1人1つずつ水の入ったコップを

持ち、周りの人たち3人と1滴ずつ水を交

換します。実は、コップが配られたときに

4つだけ、トクベツな液体が混ぜてあった

のです。交換が終わって液体が入ってい

ると変色する薬剤をふりかけると、なんと

はじめは4つだった液体入りコップが17コ

にまで増えていました。たった1滴、たっ

た3人との交換で、知らないうちに自分の

エイズボランティア講座 

安全を考える - 避難訓練と着衣泳 - 

音楽祭にむけて、キックオフ！ 
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コップが変色していることに驚きは隠せ

ませんでした。 

その後、5つのテーマでディスカッションタ

イムを持ちました。「どうしたらエイズ予

防啓発を進められると思いますか」という

テーマのとき、はじめは「メディアやマス

コミを使う」「有名人のＣＭを作る」といっ

た意見が多かったのですが、話が進むう

ちに、「自分が、友達とこういう話ができ

ればいいんだよね」ということに気づきま

した。いつもの会話では、ふれられること

のない話題かもしれませんが、命に関わ

る大切な課題。 ひとごとと思わずにに深

く考える時間を持つことができました。 

コップに入った水を、1滴だけ交換します。 
3人の人とそれぞれ交換すると・・・ 

10月30日に行われる「音楽祭」にむけ

て、全校でキックオフ集会を行いました。

昨年に引き続き、クラスごとのエントリー

となります。今年も、保育音楽を担当す

る板倉宏美先生、音楽療法を指導する

深野広美先生のほか2名の先生に個別

指導をしていただけることになりました。

板倉先生はこの、「音楽祭」の発起人の1

人でもあり、「学校の中に音楽が流れて

いる、みんなが口ずさみながら歩いてい

るのは、素晴らしいこと。平和を感じられ

ること。今年もがんばりましょう」とメッ

セージをくださいました。今年の課題曲

は、学生のアンケートにより選ばれた「心

の瞳」です。合唱曲として有名なので

知っている人も多いと思いますが、この

曲は23年前、日航機の墜落事故により

命を落とされた坂本九さんが事故の数ヶ

月前に作られた曲で、結果として遺作と

なっています。今年の夏は、この日航機

墜落事故を題材とした映画「クライマー

ズ・ハイ」も上映されます。歌をきっかけ

に命について考えることができるといい

ですね。 

10月にむけて各クラスの練習はすでに

始まっています！ 

福祉スポーツ科の学生リーダーと、 
服を着ていていつもと違う感覚に大騒ぎのこどもたち。 

YMCAでは7月に安全週間を設定してい

ます。毎日を過ごす学校ですが、いざ消

火栓の場所は？とか、緊急避難場所

は？と考えると、とっさに答えられる人は

多くないと思います。YMCA健康福祉専

門学校では、1年生を対象に避難訓練を

行い、避難経路と緊急避難場所の確認

を行いました。「調理室から出火」の設定

で訓練を開始、途中「こんなところに消火

器！」などの声が聞かれました（本来避

難 時 は し ゃ べ っ て は い け な い ん で

す！）。また、学生たちが指導補助を行う

子どもたちの水泳クラスや体操クラスで

も子どもたちと一緒に安全に避難するた

めに、避難訓練を実施します。リーダー

は子どもたちの安全を守ることも大事な

役割です。水泳クラスでは、服を着たま

まプールに入る「着衣泳」を行います。普

段泳げる人でも、服を着たままでは思う

ように動けないもの。その違いを理解し、

そして「背浮き」を体験しました。 

水遊びは楽しいけれど、危険もありま

す。未然の防ぐ知識をきちんと持ちたい

ものですね。 



 適切な遊び場がなかったり、子どもを狙う犯罪の増

加などにより、子供たちの外遊びの機会は著しく減少

しています。幼児期は体力を培う上でとても大切な時

期であり、運動や遊びの中で十分に身体を動かすこ

とが必要です。子どもは発達段階に応じた外遊びを

することで、身体を動かす楽しさや喜びを学びます。

運動を通して体力をつけ、ルールを守ること、友達と

の関わりを深めることを学びます。福祉スポーツ科はスポーツを通して、子どもたちの

健康と情操教育を行う保育士をめざしています。 

「ストレス社会」といわれる現代、子育てや子育てと 

仕事の両立にストレスをかかえるお母さんは少なく 

ありません。核家族化が進み、1人きりで子どもと向 

き合わなくてはならない人も多くいることでしょう。 

健康福祉科では「社会福祉士」の学びを基本に保育

と幼児教育を学びます。対人援助として保育を勉強

することで、言葉にならない子どものサインに耳を目を傾けたり、お父さんやお母さん

の張りつめた気持ちを少しほぐしてあげたりすることができます。健康福祉科は日常

的な会話の中にカウンセリングマインドを持つことのできる保育士をめざしています。 
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がんばる卒業生！～保育士編～ 

YMCA健康福祉専門学校には、保育士を養成する学科が2つあります。そして母体となる横浜YMCAには、11の認可保育園があ

り、たくさんの子どもたちが大切な幼少期をYMCAで過ごしています。 

子どもたちに直接かかわり、その笑顔に喜びを見いだすこと、保育士に直接かかわり、ほんとうの仕事を理解すること。机の上

では学ぶことのできない貴重な経験と、人とかかわることの楽しさを知る現場は、保育士をめざすみなさんにとって大切な成長

の場所です。 

竹原 由晃さん 

玉川保育所勤務・保育士 

健康福祉科 2007年3月卒業 

 

現在は3歳児クラスの担任をして

います。先日、クラスの女の子

に、突然「先生大好き～！」と告

白されてしまいました！夢だった

保育士ですが、女性の多い職場

なので、やりづらいこともあります

が、保育は生活ですから男性としてできることもたくさんあ

ります。一緒に保育士のイメージを変えていきましょう！ 

健康福祉科＜保育士・幼稚園教諭＋社会福祉士＞ 

 豊富にある保育、スポーツの現場

を強みに、YMCA健康福祉専門学校

では将来、YMCAの保育園で保育士

として働きたい！という方を対象に、

必要な学費の一部を援助する制度を

整えました。この制度では1年に50万

円の修学資金を借り受けられます。

そして、卒業後、YMCAの保育士とし

て一定期間就業すれば、返還の義務

も免除されます。 

 また、YMCAで行う子どもたちの通

う体操、水泳、サッカー、野外活動、

学童保育などのプログラムには、指

導者補助として参加することができま

す。この際、研修期間が終了すると

「研究費」として、給与が発生するの

です。 

 保育士資格取得までの3年間、これ

らの制度をフルに活用すれば、学費0

円も夢ではありません！ 
※詳しくは学校までお問合せください。 

学費0円も夢じゃない!? 
ＹＭＣＡの修学資金サポート！ 

注目 

YMCA健康福祉専門学校では、将来保育士になりたいみなさん向けに、リーフレット

「保育士になりたい！」を作成しています。ご希望の方はお気軽にお問合せください。 

福祉スポーツ科＜保育士・幼稚園教諭＋スポーツインストラクター＞ 

小林 あゆみさん 

YMCA東とつか保育園・保育士 

福祉スポーツ科専攻科 

           2008年3月卒業 

 

毎日、子どもたちの成長、笑顔を

見られることは本当に嬉しいで

す。子どもを保育するだけでなく、

保護者との良い関係作りも大切

な仕事なので大変ですが、毎日

どうすればよいか考えさせられ、今は自分自身も日々成長

していると思います。 



電話 046-223-1441 
FAX 046-223-2101 

Email: ymkenko@yokohama-ymca.or.jp 

HP: http://yokohamaymca.ac.jp/health 

YMCAではさまざまな活動を通して次のことを学びます。 
 

「自分のいのちとみんなのいのちを大切にすること」 
「家族、地域のひとりひとりとして責任があること」 

「世界と地球を見つめ、考え、行動すること」 
「ボランティア精神とリーダーシップを身につけること」 

「すこやかな心と体を育むこと」 
 

そしてこれらを実現するために、次のことを大切にします。 
「Caring（思いやり）」「Honesty（誠実さ）」 

「Responsibility（責任感）」「Respect（尊敬心）」 
 

YMCA健康福祉専門学校では、カリキュラムや学校行事を通じて4つの大切な価値を意識す
る機会を取り入れています。将来、福祉・保育・スポーツの現場で活躍する学生のみなさん
に、他者への思いやりの心を持ち、相手を敬い、自分の行動に責任を持ち、誠実に取り組ん
でいく専門職になってほしいと願っています。 

福祉スポーツ科 
健康福祉科 
介護福祉科 
地域福祉科 

〒243-0018 

厚木市中町4-16-19 

ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ健康福祉専門学校健康福祉専門学校健康福祉専門学校健康福祉専門学校    

Believe in your dreams!!!!    
～夢をカタチにする～ 

小田急線本厚木駅から徒歩5分 
本厚木駅周辺にはミロードをはじめたくさんのお
店もあり便利です。有名ラーメン店もありますよ！ 

好評！「校長日記」 

http://yokohamaymca.ac.jp/health/ 

2008年度のカレッジ･イン（学校見学・体験入学） 
2008年度のカレッジ・イン（学校見学・体験入学）は。毎回、午前と午後の2回開催します（9：30～／14：00～）。 

体験授業は毎回違うから、何回でも楽しめます。今回は体験授業のご紹介です☆ タイトルだけではわからない！？福祉も保育

もスポーツも、とにかくなんでもチャレンジしてみよう (^O^)// 

※体験授業の内容は変更する場合があります。ご了承ください。 

●●●●●●●●カレッジ・インカレッジ・インカレッジ・インカレッジ・イン推薦推薦推薦推薦でででで受験受験受験受験ができるができるができるができる●●●●●●●●    
カレッジ・インでYMCAのこと、学校・学科のことを理解してもらえたかどうか、そして参加した皆さんの夢がYMCAで
かなえられるかどうかを確認します。その結果「カレッジ・イン参加証」が発行されます。 
この参加証をもっているということは、「ＹＭＣＡと相思相愛」。入学試験において「カレッジ・イン推薦入試」を受験す
ることができます。カレッジ・イン推薦入試はなんと作文免除、面接のみでの受験が可能になります。  

8月2日（土） ①知覚マジック！人は見た目か性格か ②あのころは～♪ 回想法、心のリハビリ 

8月4日（月） ①遊びの治癒力！プレイセラピー入門 ②「見えない生活」体験 

8月5日（火） プレッシャー克服大作戦！？メンタルトレーニングの仕組み  

8月22日（金） 

8月23日（土） ①プラス志向でトクをする！？ ②病は気から ： 健康を「作り出す」って？ 

「はだかの王様」の心理 ： グループダイナミクスを体験しよう  

夏夏夏夏のオープンキャンパスのオープンキャンパスのオープンキャンパスのオープンキャンパス！！！！    8888月月月月24242424日日日日10:0010:0010:0010:00～～～～15:0015:0015:0015:00    
タノシイコトイッパイタノシイコトイッパイタノシイコトイッパイタノシイコトイッパイ！！！！アソビニキテネアソビニキテネアソビニキテネアソビニキテネ！！！！    


